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(57)【要約】
【課題】水分の影響による劣化を防ぐことの可能な信頼
性の高い有機ＥＬ表示装置およびその有機ＥＬ表示装置
をより簡略かつ安価に製造する。
【解決手段】平板素子基板１と対向する平板封止基板６
の外周面を周回して撥液性を有する枠状の枠体７を形成
し、この枠体７で囲まれた平板封止基板６の内側に吸湿
材溶液を塗布し、硬化して吸湿性物質を含む層８を形成
する。撥液性の枠体７の外周にシール材９を塗布し、吸
湿性物質を含む層８を平板素子基板１の有機ＥＬ素子５
と対向させて貼り合わせ、シール材９を硬化して封止す
る。
【選択図】図１



(2) JP 2008-77951 A 2008.4.3

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の発光素子を配列してなる画素部を有する平板素子基板と、
　前記画素部を覆って前記平板素子基板を封止する平板封止基板と、
　前記平板素子基板と前記平板封止基板の対向面の外縁部を周回して設けられて該平板素
子基板を該平板封止基板で封止するシール材とを有する有機エレクトロルミネッセンス表
示装置であって、
　前記シール材に囲まれた領域に吸湿性物質を含む層を有し、
　前記平板素子基板と前記平板封止基板の対向面の間、かつ前記シール材と前記吸湿性物
質を含む層との間を周回して撥液性の枠体が設けられ、
　前記シール材に囲まれた領域に設けられた前記吸湿性物質を含む層が前記撥液性の枠体
で前記シール材から分離されていることを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示
装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記吸湿性物質は、化学吸湿性物質粒子、金属錯体化合物、物理吸着物質粒子の何れか
であることを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項３】
　請求項１において、
　前記シール材は、光硬化樹脂であることを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表
示装置。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記シール材に、前記平板素子基板と前記平板封止基板の間隔を規制するスペーサを含
有することを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項５】
　請求項１において、
　前記撥液性の枠体は、熱硬化樹脂又は光硬化樹脂にフッ素を含む材料からなることを特
徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項６】
　複数の発光素子を配列してなる画素部を有する平板素子基板と、
　前記画素部を覆って前記平板素子基板を封止する平板封止基板と、
　前記平板素子基板と前記平板封止基板の対向面の外縁部を周回して設けられて該平板素
子基板を該平板封止基板で封止するシール材とを有する有機エレクトロルミネッセンス表
示装置の製造方法であって、
　（a）前記平板封止基板の基板主面周辺を周回して撥液性の枠体を形成し、（b）前記撥
液性の枠体の内側に吸湿性物質を含む層を形成し、（c）前記撥液性の枠体の外側を周回
してシール材を形成して平板封止基板を製作し、
　(ｄ)主面に有機エレクトロルミネッセンス素子を形成した平板素子基板に、前記平板封
止基板をその吸湿性物質を含む層を対向させて重ね合わせ、前記シール材を硬化させて前
記平板素子基板と前記平板封止基板を一体化することを特徴とする有機エレクトロルミネ
ッセンス表示装置の製造方法。
【請求項７】
　請求項６において、
　前記撥液性の枠体は、熱硬化性樹脂および光硬化性樹脂にフッ素成分を添加した撥液性
の材料からなることを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置の製造方法。
【請求項８】
　請求項７において、
　前記熱硬化性樹脂は、エポキシ樹脂、アクリル樹脂、フェノール樹脂の何れかであり、
前記光硬化性樹脂は、感光性エポキシ樹脂、感光性アクリル樹脂の何れかであることを特
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徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置の製造方法。
【請求項９】
　請求項７において、
　前記フッ素成分はＰＴＦＥ，ＰＦＥ、ＦＥＰの何れかであることを特徴とする有機エレ
クトロルミネッセンス表示装置の製造方法。
【請求項１０】
　請求項６において、
　前記吸湿性物質を含む層の形成は、化学吸湿性物質粒子を溶剤に分散した溶液、金属錯
体化合物溶液、物理吸着物質粒子を溶剤に分散した溶液の何れかを塗布し、加熱して溶剤
を消散させることを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置の製造方法。
【請求項１１】
　請求項６において、
　有機エレクトロルミネッセンス素子は、平板素子基板の主面に下部電極、有機発光層、
上部電極をこの順で積層して形成することを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表
示装置の製造方法。
【請求項１２】
　請求項６において、
　前記シール材として、平板素子基板と平板封止基板の間隔を規制するスペーサを含有さ
せたものを使用することを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置の製造方法
。
【請求項１３】
　請求項６において、
　前記撥液性の枠体は、熱硬化性樹脂および光硬化性樹脂をフッ素プラズマ処理により撥
液性を付加した材料からなることを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置の
製造方法。
【請求項１４】
　請求項１３において、
　前記フッ素プラズマ処理の反応ガスがＣＦ4あるいはＳＦ6であることを特徴とする有機
エレクトロルミネッセンス表示装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に係り、特に有機エレクトロルミネッセンス表示装置とその製造方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機エレクトロルミネッセンス（以下、有機ＥＬ)表示装置は、バックライトが必要な
液晶表示装置とは異なり、自発光であるため、液晶表示装置よりも薄型で視野角も広く、
かつ応答速度が速いために動画表示にも優れている、などの特徴がある。有機ＥＬ表示装
置を構成する有機ＥＬ素子の基本構造は、有機ＥＬ発光層が二つの電極の間に挟まれたサ
ンドイッチ構造で、電極の間に電流を流すことで有機ＥＬ発光層が発光する。この有機Ｅ
Ｌ素子で構成する画素回路を二次元に複数配置して画像表示装置が形成される。
【０００３】
　有機ＥＬ素子で構成する画素回路が形成された透明な平板素子基板を通して発光を取り
出すのがボトムエミッション構造であり、画素回路が形成された面から上方に発光を取り
出すのがトップエミッション構造である。ボトムエミッション構造は、画素のオン・オフ
を制御する駆動素子で構成される駆動回路や駆動素子に走査信号やデータ信号（表示信号
）あるいは表示電流を供給する各種の配線等の遮光により、開口率を高くすることが難し
い。一方、トップエミッション構造は、駆動回路等による遮光の影響を受け難いため、開
口率が高くでき、高精細化に適している。
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【０００４】
　有機ＥＬ表示装置では、駆動素子内部への水分の侵入により、いわゆるダークスポット
(非発光部)が発生することがある。そこで、一般に、水分を吸着する吸湿剤、あるいは乾
燥剤をシート状等に成形して搭載した封止キャップ(金属製またはガラス製)で有機ＥＬ表
示装置を構成する素子（有機ＥＬ素子、発光素子ともいう）を低水分濃度雰囲気にて封止
することによって、有機ＥＬ素子内部への水分の侵入を防止している（例えば、特許文献
１参照）。
【０００５】
　従来の有機ＥＬ表示装置では、封止した際に、吸湿剤あるいは乾燥剤が有機ＥＬ素子回
路に接触しないように、封止キャップに凹部を形成している。この構成では、封止キャッ
プに凹部を形成する工程が必要となり、コスト高である。また、吸湿剤あるいは乾燥剤に
より光透過性が低下するため、このような構造の封止キャップを用いるものではボトムエ
ミッション構造とするのが好適である。
【０００６】
　また、トップエミッション構造に対応した封止技術としては、透光性を有する平板封止
基板上に透光性の吸湿剤の膜を形成し、シール材を用いて平板素子基板と封止するものが
特許文献２、特許文献３に開示がある。
【０００７】
　図７は、従来の有機ＥＬ表示装置の構造説明図である。図７に示す従来の装置は、ガラ
ス、あるいは樹脂の素子基板６０１に有機ＥＬ表示回路６０２を形成し、シール材６０３
でシート状吸湿材６０５を内側に設けた封止キャップ６０６と素子基板６０１を封着した
構成を有する。このとき、封止キャップ６０６の内側周囲に凹部６０７を形成してシート
状吸湿材６０５を収容し、素子基板６０１有する有機ＥＬ表示回路６０２を封止した際に
シート状吸湿材６０５が有機ＥＬ表示回路６０２に接触しないように封止空間６０４を設
けている。
【０００８】
　この構成の有機ＥＬ表示装置は、封止キャップ６０６側を観察面とすると、シート状吸
湿材６０５に発光光が遮蔽されることになるため、有機ＥＬ表示回路６０２の発光光６０
８を素子基板６０１から取り出す構造とされる。また、この構造では、素子基板６０１上
に形成される図示しない駆動回路等の配線の遮蔽により開口率が制限されるため、高精細
化した際に高輝度を得るのが難しい。
【特許文献１】特開平９－１４８０６６号公報
【特許文献２】特開２００３－１４２２５６号公報
【特許文献３】特開２００５－２０９６３３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　透光性を有する吸湿材層の形成において、特許文献２の技術では吸湿材層の形成領域の
画定が難しいため、シール材の形成領域に吸湿材層が形成されることがある。特に、シー
ル材を貫通して吸湿材層の一部が外気に暴露して形成された場合、暴露した吸湿材層は、
短時間で吸湿能力の飽和に達して吸湿材としての能力を失い、これがシール材近傍から駆
動素子形成領域の内部へと進行する。また、吸湿材層内部を通した透湿もあり、封止空間
の低水分濃度雰囲気維持が難しくなる。
【００１０】
　また、特許文献３の技術では、枠体を乗り越えて吸湿剤層が形成される場合があり、シ
ール材形成領域に吸湿剤層が形成された場合にはシール材の接着性が不安定になり、封止
空間の低水分濃度雰囲気維持が困難となる。
【００１１】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、水分の影響による劣化を
防ぐことの可能な信頼性の高い有機ＥＬ表示装置およびその有機ＥＬ表示装置をより簡略
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かつ安価に製造できる製造方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、上記した目的を達成するために、例えば以下の手段を採用する。すなわち、
（１）平板素子基板と対向する平板封止基板の外周面を周回して撥液性を有する枠状の土
手構造（枠体、バンク）を形成し、この撥液性の枠体で囲まれた平板封止基板の内側に吸
湿性物質を含む溶液を塗布し、硬化して吸湿性物質を含む層を形成する。枠体の撥液性は
、材料にフッ素成分を含有させたものを用いるか、枠体の形成後にフッ素プラズマ処理す
ることで得られる。次に、
（２）撥液性の枠体の外周にシール材を塗布し、吸湿性物質を含む層を平板素子基板の有
機ＥＬ素子と対向させて貼り合わせ、シール材を硬化して封止する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、凹部加工が不要な平板封止基板を用い、撥液性の枠体で吸湿性物質を
含む層（吸湿材）の塗布領域を画定し、吸湿材がシール材の領域への流動が阻止されるた
め、シールの接着安定性と吸湿材の端部が外気に暴露されて吸湿能力の低下が防止され、
信頼性の高い有機ＥＬ表示装置を、より簡略な製造工程で製造することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、添付の図面を参照しながら、本発明に係る実施の形態について詳細に説明する。
なお、本発明は以下の説明に限定されるものではなく、本発明の技術思想の範囲から逸脱
することなくその形態および詳細を様々に変更し得ることは当業者であれば容易に理解さ
れる。従って、本発明は以下に示す実施の形態の記載内容に限定して解釈されるものでは
ない。
＜第１の実施形態＞
【００１５】
　図１は、有機ＥＬ表示装置の第１の実施形態を説明する断面図である。この有機ＥＬ表
示装置はボトムエミッション型である。平板素子基板１はガラス基板等の絶縁板からなり
、その主面（内表面）には駆動素子としての複数の薄膜トランジスタ（以下、ＴＦＴと略
称する）等からなる駆動回路およびこの駆動回路に走査信号を印加する走査信号配線、デ
ータ信号（表示信号）を供給するデータ信号配線、発光素子に電流を供給する電流供給配
線等の各種配線、複数の有機ＥＬ素子を有する。
【００１６】
　有機ＥＬ素子５は、可視光域に対して透明な下部電極２と有機発光層３および光反射性
の上部電極４とで構成される。有機ＥＬ素子５は、下部電極２を陽極とし上部電極４を陰
極としている。下部電極２には可視光域に対して高い透過性を有する材料を用いる。透過
率としては可視光全領域において、８０％以上（好ましくは９０％以上）の材料が好適で
ある。具体的にはＩＴＯ（Indium Tin Oxide）やＩＺＯ(Indium Zinc Oxide)などの透明
導電膜が用いられる。上部電極４には光反射性の良好な金属薄膜が用いられる。具体的に
は、アルミニウム、アルミニウム・ネオジウム合金、マグネシウム・銀合金等を挙げるこ
とができる。
【００１７】
　有機ＥＬ素子５の層構造は、下部電極２を陽極とし上部電極４を陰極とする。下部電極
／電子注入層／電子輸送層／発光層／正孔輸送層／正孔注入層／上部電極の順に構成され
る。ただし、上記構成において電子注入層あるいは正孔注入層、電子輸送層あるいは正孔
輸送層が省略される場合がある。なお、下部電極２が陰極で上部電極４が陽極とすること
も可能であり、その場合は、下部電極（透明電極）／正孔注入層／正孔輸送層／発光層／
電子輸送層／電子注入層／上部電極（反射電極）の順に積層されたものとなる。
【００１８】
　下部電極２と上部電極４の間に積層される有機発光層３の各層の材料としては、具体的
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には、電子注入層には、弗化リチウム，弗化マグネシウム，弗化カルシウム，弗化ストロ
ンチウム，弗化バリウム，酸化マグネシウム，酸化アルミニウム等がある。その成膜には
真空蒸着法等を用いる。
【００１９】
　電子輸送層の材料としては、トリス（８－キノリノール）アルミニウム，オキサジアゾ
ール誘導体，シロール誘導体，亜鉛ベンゾチアゾール錯体等がある。形成は真空蒸着法等
により行う。
【００２０】
　発光層は、形成するホスト材料自体が発光する場合とホストに微量添加したドーバント
材料が発光する場合とがある。ホスト材料としては、ジスチリルアリーレン誘導体（ＤＰ
ＶＢｉ），骨格にベンゼン環を有するシロール誘導体（２ＰＳＰ），トリフェニルアミン
構造を両端に有するオキソジアゾール誘導体（ＥＭ２），フェナンスレン基を有するべリ
ノン誘導体（Ｐ１），トリフェニルアミン構造を両端に有するオリゴチオフェン誘導体（
ＢＭＡ－３Ｔ），べリレン誘導体（ｔＢｕ－ＰＴＣ），トリス（８－キノリノール）アル
ミニウム，ポリバラフェニレンビニレン誘導体，ポリチオフェン誘導体，ポリバラフェニ
レン誘導体，ポリシラン誘導体、ポリアセチレン誘導体等がある。また、ドーバント材料
としては、キナクリドン，クマリン６，ナイルレッド，ルプレン、４－（ジシアノメチレ
ン）－２－メチル－６－（パラ－ジメチルアミノスチリル）－４Ｈ－ピラン（ＤＣＭ），
ジカルバゾール誘導体等がある。形成は真空蒸着法や共蒸着法等により行う。
【００２１】
　正孔輸送層の材料としては、Ｎ，Ｎ′－ビス（３－メチルフェニル）－Ｎ，Ｎ′－ジフ
ェニル－［１，１′－ビフェニル］－４，４′ジアミン（ＴＰＤ）、４，４′－ビス［Ｎ
－(１－ナフチル)－Ｎ－フェニルアミノ］ビフェニル(α－ＮＰＤ)、４，４′，４″－ト
リ（Ｎ－カルバゾリル）トリフェニルアミン（ＴＣＴＡ）、１，３，５－トリス［Ｎ－（
４－ジフェニルアミノフェニル）フェニルアミノ］ベンゼン（ｐ－ＤＰＡ－ＴＤＡＢ）等
がある。これらの形成は真空蒸着法等を用いる。
【００２２】
　正孔注入層の材料としては、鋼フタロシアニン，スターパーストアミン化合物，ポリア
ニリン，ポリチオフェン等がある。その形成は真空蒸着法等により行う。
【００２３】
　有機発光層３の各層の形成方法としては、単体の材料の形成には真空蒸着法等が用いら
れ、複数の材料を用いる場合には共蒸着法等がある。
【００２４】
　図１において、この有機ＥＬ表示装置は、複数の有機発光素子５を配列してなる画素部
を有する平板素子基板１と、画素部を覆って平板素子基板１を封止する平板封止基板６と
、平板素子基板１と平板封止基板６の対向面の外縁部を周回して設けられて平板素子基板
１を平板封止基板６で封止するシール材９とを有する。シール材９には平板素子基板１を
平板封止基板６の間隔を規制するスペーサを含有させている。
【００２５】
　そして、シール材９に囲まれた領域に吸湿性物質を含む層８を有し、平板素子基板１と
平板封止基板６の対向面の間、かつシール材９と吸湿性物質を含む層８との間を周回して
撥液性の枠体７が設けられている。この撥液性の枠体７はシール材９に囲まれた領域に設
けられた吸湿性物質を含む層８をシール材９から分離している。
【００２６】
　吸湿性物質には、化学吸湿性物質粒子、金属錯体化合物、物理吸着物質粒子の何れかを
用いる。また、シール材９には光硬化樹脂を用いる。
【００２７】
　そして、撥液性の枠体７には、熱硬化樹脂又は光硬化樹脂にフッ素を含む材料で形成さ
れる。発光１０は平板素子基板１側（ボトム）から取り出される。
【００２８】



(7) JP 2008-77951 A 2008.4.3

10

20

30

40

50

　第１の実施形態では、吸湿性物質を含む層８の膜厚より大きいサイズのスペーサをシー
ル材９に含有させることにより、平板素子基板１の有機ＥＬ素子と平板封止基板６の吸湿
性物質を含む層８とを離した状態で両基板が固着される。そして、吸湿性物質を含む層８
は撥液性の枠体７によってシール材９と隔離されるため、シール材９の接着安定性と吸湿
性物質を含む層８の端部が外気に暴露されて吸湿能力の低下が防止され、信頼性の高い有
機ＥＬ表示装置を得ることができる。
＜第２の実施形態＞
【００２９】
　図２は、有機ＥＬ表示装置の第２の実施形態を説明する断面図である。平板素子基板１
の主面に下部電極２０２、有機発光層２０３、上部電極２０４で構成した有機ＥＬ素子２
０５とＴＦＴ回路および各種配線などが形成されている。上部電極２０４は透明電極であ
り、下部電極２０２は反射性金属電極である。平板封止基板２０６の主面には撥液性の枠
体２０７、吸湿性物質を含む層２０８およびシール材２０９が第１の実施形態と同様の配
置で形成されている。この有機ＥＬ表示装置は発光を平板封止基板２０６側（トップ）か
ら出射させるトップエミッション型である。したがって、平板封止基板２０６は可視光域
で透明なガラス等の絶縁板が用いられる。吸湿性物質を含む層２０８も平板封止基板２０
６と同様の可視光域では透明性をもつ材料が用いられる。第２の実施形態のその他の構成
、および上下電極、有機発光層、各構成材は第１の実施形態で説明したものと同様のもの
が用いられる。
【００３０】
　第２の実施形態でも、吸湿性物質を含む層２０８の膜厚より大きいサイズのスペーサを
シール材２０９に含有させることにより、平板素子基板２０１の有機ＥＬ素子と平板封止
基板２０６の吸湿性物質を含む層２０８とを離した状態で両基板が固着される。そして、
吸湿性物質を含む層２０８は撥液性の枠体２０７によってシール材２０９と隔離されるた
め、シール材２０９の接着安定性と吸湿性物質を含む層２０８の端部が外気に暴露されて
吸湿能力の低下が防止され、信頼性の高い有機ＥＬ表示装置を得ることができる。
【００３１】
　図３は、本発明の有機ＥＬ表示装置の平板封止基板の製造工程の一例を説明する図であ
る。この工程は、実施例１の有機ＥＬ表示装置に対応する。図３において、先ず、平板封
止基板３０１の基板主面周辺を周回して撥液性の枠体３０２を形成する（図３（a））。
撥液性の枠体３０２は、熱硬化性樹脂および光硬化性樹脂にフッ素成分添加した撥液性の
枠体材料をディスペンサ、あるいは印刷で枠状に塗布し、加熱あるいは紫外線照射により
硬化して形成する。または、コータ、あるいは印刷でベタ状に塗布して仮硬化した後、マ
スク露光と現像、および焼成を含むホトリソグラフィー法でパターニングして形成する。
撥液性の枠体材料はフッ素成分を含有し、それ自身が撥液性をもつ。
【００３２】
　撥液性の枠体３０２を形成するための熱硬化性樹脂としては、エポキシ樹脂、アクリル
樹脂、フェノール樹脂などが用いられる。また、前記光硬化性樹脂としては、感光性エポ
キシ樹脂、感光性アクリル樹脂等が使用できる。そして、前記フッ素成分にはＰＴＦＥ，
ＰＦＥ、ＦＥＰの何れかが使用される。
【００３３】
　次に、撥液性の枠体３０２の内側に吸湿性物質を含む溶液３０３Ａをディスペンサ、あ
るいは印刷で塗布し（図３（ｂ））、加熱、紫外線（ＵＶ）照射で硬化して吸湿性物質を
含む層３０３Ｂとする（図３（ｃ））。吸湿性物質を含む層３０３Ｂの形成は、化学吸湿
性物質粒子を溶剤に分散した溶液３０３Ａ、金属錯体化合物溶液３０３Ａ、物理吸着物質
粒子を溶剤に分散した溶液３０３Ａの何れかを塗布し、加熱して溶剤を消散させて硬化さ
せる。
【００３４】
　そして、撥液性の枠体３０２の外側を周回してシール材３０４を形成して平板封止基板
を製作する（図３（ｄ））。シール材３０４として、平板素子基板と平板封止基板３０１
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の間隔を規制するスペーサを含有させたものを使用する。
【００３５】
　図４は、本発明の有機ＥＬ表示装置の平板素子基板の製造と平板封止基板との封止工程
の一例を説明する図である。図４において、先ず、透明な平板素子基板の主面に透明な下
部電極４０２、有機発光層４０３、反射性の上部電極４０４を順次積層して有機ＥＬ素子
４０５を形成する（図４（a））。
【００３６】
　次に、平板素子基板４０１の有機ＥＬ素子４０５を形成した主面に、前記平板封止基板
４０１の吸湿性物質を含む層３０３Ｂを対向させて重ね合わせ（図４（ｂ））、両基板を
互いに押圧し、シール材３０４に含有するスペーサの大きさ程度（ｔ１）まで両基板を接
近させる。シール材３０４を硬化させて前記平板素子基板と前記平板封止基板を一体化す
る（図４（ｃ））。
【００３７】
　＜第３の実施形態＞
【００３８】
　図５は、有機ＥＬ表示装置の第３の実施形態を説明する断面図である。この実施形態で
は、シール材にスペーサを含有させず、撥液性の枠体の高さで、平板素子基板と平板封止
基板の間隔を規制し、有機ＥＬ素子と吸湿性物質を含む層とが接触しないようにした。図
５において、平板素子基板５０１の主面に下部電極５０２、有機発光層５０３、上部電極
５０４で構成した有機ＥＬ素子５０５とＴＦＴ回路および各種配線などが形成されている
。上部電極５０４は反射電極であり、下部電極５０２は透明電極である。すなわち、この
有機ＥＬ表示装置は発光５１０を平板素子基板１側から取り出すボトムエミッション型で
ある。
【００３９】
　平板封止基板５０６の主面には撥液性の枠体５０７、吸湿性物質を含む層５０８および
シール材５０９が第１実施形態と同様の配置で形成されている。ただし、シール剤５０９
にはスペーサは含有されていない。第３実施形態のその他の構成、および上下電極、有機
発光層、各構成材は第１の実施形態で説明したものと同様のものが用いられる。
【００４０】
　第２の実施形態では、吸湿性物質を含む層２０８の膜厚（高さ）を所要の値とすること
で、平板素子基板２０１の有機ＥＬ素子と平板封止基板２０６の吸湿性物質を含む層２０
８とを離した状態で両基板が固着される。そして、吸湿性物質を含む層２０８は撥液性の
枠体２０７によってシール材２０９と隔離されるため、シール材２０９の接着安定性と吸
湿性物質を含む層２０８の端部が外気に暴露されて吸湿能力の低下が防止され、信頼性の
高い有機ＥＬ表示装置を得ることができる。
【００４１】
　図６は、本発明の有機ＥＬ表示装置の平板封止基板の製造工程の他例を説明する図であ
る。この工程も、実施例１の有機ＥＬ表示装置に対応する。図６において、先ず、平板封
止基板６０１の基板主面周辺を周回して枠体６０２Ａを形成する（図６（a））。枠体６
０２Ａは、熱硬化性樹脂および光硬化性樹脂をディスペンサ、あるいは印刷で塗布し、加
熱あるいは紫外線照射により硬化して形成する。または、コータ、あるいは印刷でベタ状
に塗布して仮硬化した後、マスク露光と現像、および焼成を含むホトリソグラフィー法で
パターニングして形成する。
【００４２】
　硬化した枠体６０２Ａをフッ素プラズマ６０３に暴露して、その表面に撥液性を付与し
て撥液性の枠体６０２Ｂとする（図６（ｂ））。
【００４３】
　枠体６０２Ａを形成するための熱硬化性樹脂としては、エポキシ樹脂、アクリル樹脂、
フェノール樹脂などが用いられる。また、前記光硬化性樹脂としては、感光性エポキシ樹
脂、感光性アクリル樹脂等が使用できる。そして、前記フッ素プラズマの反応ガスにはＣ
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Ｆ４、ＳＦ６等を使用する。
【００４４】
　次に、撥液性の枠体６０２Ｂの内側に吸湿性物質を含む溶液６０４Ａをディスペンサ、
あるいは印刷で塗布し（図６（ｃ））、硬化して吸湿性物質を含む層６０３Ｂとする（図
６（ｄ））。吸湿性物質を含む層６０３Ｂの形成は、化学吸湿性物質粒子を溶剤に分散し
た溶液、金属錯体化合物溶液、物理吸着物質粒子を溶剤に分散した溶液の何れかを塗布し
、加熱して溶剤を消散させ、硬化させる。
【００４５】
　そして、撥液性の枠体６０２Ｂの外側を周回してシール材６０５を形成して平板封止基
板を製作する（図（ｅ））。シール材６０５には、平板素子基板と平板封止基板３０１の
間隔を規制するスペーサを含有する。この平板素子基板を前記図４で説明した手順と同様
にして平板素子基板と接着して一体化する。
【００４６】
　なお、以上説明した本発明の実施の形態において、下部電極を陰極とし、上部電極を陽
極とした場合、下部電極には電子の注入効率を高める仕事関数の小さな導電膜材料が望ま
しい。具体的には、アルミニウム、アルミニウム・ネオジウム合金、マグネシウム銀合金
等が挙げられる。上部電極には酸化インジウムを主原料とする酸化物で、ＩＴＯ（Indium
 Tin Oxide）またはＩＺＯ(Indium Zinc Oxide)等の透明導電膜が望ましい。形成は、ス
パッタ法、ＥＢ蒸着法、イオンプレーティング法等により行う。
【００４７】
　一方、下部電極を陽極、上部電極を陰極とした場合は、陽極と陰極に上記と同様な材料
を用いるが、トップエミッション型とする場合は、上部電極は透光性が必要である。仕事
関数の小さな金属材料等の導電膜材料を用いる場合、可視光の透過率が少なくとも８０％
以上となる厚さまで薄くする。膜厚は、例えば１5ｎｍ以下に形成する。
【００４８】
　平板封止基板は、ガラス基板等の透光性を有する材料で構成する。光透過率としては可
視光領域において９５％以上（好ましくは９８％以上）が好適である。また、熱変形によ
るシール材へのストレスを緩和するために、素子基板１と熱膨張係数が近い材料または素
子基板１と同質の材料が好ましい。
【００４９】
　吸湿性物質を含む層は、水を吸着する材料（吸湿材）を含む薄膜状である。流動可能な
状態で塗布された後、２００℃以下の温度で加熱することで流動しない膜状になり（乾燥
）、かつ可視光の高い透光性を有するものである。具体的には、有機金属錯体化合物溶液
や、酸化カルシウム、酸化ストロンチウム等の化学的に吸湿する材料およびゼオライト等
の物理的に吸湿性物質を含む層の材料を、結合材等と共に溶媒中に分散した溶液を塗布し
た後、２００℃以下の温度で加熱して溶媒を除去して膜状として用いる。トップエミッシ
ョン型の有機ＥＬ素子では、発光光を取り出すために、透過率は可視光全領域で９０％以
上（好ましくは９５％以上）の材料が好適である。
【００５０】
　シール材は、平板素子基板の有機ＥＬ素子と、封止基板の吸湿材層が対向するように配
置して、平板素子基板と平板封止基板を固定するものである。シール材スペーサを含有さ
せるものでは、スペーサは球状または円柱状等のものを用いる。このスペーサにより平板
素子基板と平板封止基板との間隔が規制されるため、有機ＥＬ素子と吸湿性物質を含む層
との接触を防止することができる。なお、スペーサの材質は、例えば、炭化ケイ素、酸化
ケイ素、酸化アルミニウム等の無機材料や、ポリマ等の樹脂材料がある。
【００５１】
　また、シール材は、２００℃以下の加熱で硬化しない光硬化性樹脂を用いる。例えば、
有機ポリマと、２００℃までの耐熱性のある光反応開始剤との混合物を用いるができる。
有機ポリマの材料としては、側鎖アクリル基を有するポリマ、ビニルエーテルポリマ、ハ
イパーブランチ型エポキシアクリレートポリマ、ハイパーブランチ型オキセタンメタリレ
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は、光ラジカル重合開始剤等がある。
【００５２】
　以上、本発明により、光取出し効率を低下させることなく、広範囲に吸湿性物質を含む
層が設けられた有機ＥＬ表示装置を作成することができるので、吸湿性物質を含む層の十
分な吸湿効果により、有機EL素子の劣化を防止することができる。また、複雑な製作工程
も必要としない。従って、信頼性の高い表示装置を簡略な製造工程で製造することができ
る。
【００５３】
　本発明の実施の形態に係る有機ＥＬ表示装置の一例としては、デジタルカメラの画像を
確認するためのモニター、デジルビデオカメラ、携帯電話、パーソナルコンピュータ等、
画像を表示するためのモニターを有する電子機器であれば、どのような電子機器にも実装
可能である。なお、本発明は、上記の構成に限定されるものではなく、本発明の技術思想
を逸脱することなく、種々の変更が可能であることはいうまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】有機ＥＬ表示装置の第１の実施形態を説明する断面図である。
【図２】有機ＥＬ表示装置の第２の実施形態を説明する断面図である。
【図３】本発明の有機ＥＬ表示装置の平板封止基板の製造工程の一例を説明する図である
。
【図４】本発明の有機ＥＬ表示装置の平板素子基板の製造と平板封止基板との封止工程の
一例を説明する図である。
【図５】有機ＥＬ表示装置の第３の実施形態を説明する断面図である。
【図６】本発明の有機ＥＬ表示装置の平板封止基板の製造工程の他例を説明する図である
。
【図７】従来の有機ＥＬ表示装置の構造説明図である。
【符号の説明】
【００５５】
　１・・・平板素子基板、２・・・下部電極、３・・・有機発光層、４・・・上部電極、
５・・・有機ＥＬ素子、６・・・平板封止基板、７・・・撥液性の枠体、８・・・吸湿性
物質を含む層、９…シール材、１０・・・発光光。
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